









Sublobular Veins as the Main Site of Lymphocγte Adhesion/Tran-
smigration and Adhesion Molecule Expression in the Porto-Sinusoidal-
Hepatic Venous Sγstem during Concanavalin A-induced Hepatitis in 
Mice 
(マウス肝炎モデルにおけるリンパ球の血管外遊出動態についての研究)




本研究では， ヒト肝炎モデルに近いとされているマウスConcanavalinA CCon A)肝炎モデルを用いて，
リンパ球の接着，血管外遊出機構について検討した。

































分子のなかでも，E-セレクチンとv8scularcel adhcsion molecule (VCAM)-lはリンパ球接着時期に日
致して小葉ド静脈や頬洞に発現しそれらに対する中和抗体投勺・によって接着が台意に抑制された。また，
腫蕩壊死因了・(Lumornccrosis factor-alpha: TNF-α)に対する巾和抗体投与によりVCAM-lの発現が
抑制されたが，インターフ ι ロンガンマに対する抗体の効果は弱かった。以上の結果は， リンパ球の活性
化に伴って放山されるTNF-αによって，肝の毛細血管後小静脈に棺当する小葉下静脈においてとくに接着
分子の発現が増強し，リンパ球の接着・血管外遊出がもたらされることを示し，また門脈周囲のリンパ球
集積はその他の血管部位からの遊出に由来するであろうことを示唆する。
本研究は肝内血管系におけるリンパ球接着・血管外進出機構の ・端を解明したものであり，肝炎の病態
解明に寄与する所が大きいと考えられた。よって著者は樽士 (医学)の学位を授与されるに値するものと
判定された。
一ー 189-
